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基
本
的
に
は
や
は
り
、
従
来
の
ス

　
　
コ
ラ
的
正
当
戦
争
論
の
伝
統
に
従
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
か
れ
も
ま
た
、
戦
争
に
は
正
当
な
原
因
が
必
要
で
あ
る
と
主
張
す

　
　
る
¢
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し
て
、
そ
の
正
当
原
因
貯
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訂
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8
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と
し
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、
8
動
力
因
8
偉
。
。
鋤
Φ
h
自
9
Φ
口
ω
、
⇔
形
相
因
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因
8
二
。
・
鋤
h
ぎ
巴
δ
、
国
質
料
因
o
p
。
偉
ω
鋤
ヨ
9
。
8
ユ
巴
δ
の
四
つ
を
あ
げ
る
（
】
「
＝
り
・
H
｝
6
●
N
博
娼
●
ω
ω
）
。

　
　
　
し
か
し
こ
こ
で
は
、
右
の
な
か
の
、
た
だ
最
後
の
質
料
因
、
つ
ま
り
戦
争
の
質
料
を
供
す
る
も
の
ρ
爵
①
ヨ
自
。
8
H
冨
ヨ
げ
①
一
＝
b
B
Φ
げ
①
暮

　
　
（
一
U
＝
∪
●
H
”
O
●
N
り
℃
●
ω
ω
）
に
つ
い
て
の
み
の
べ
よ
う
と
お
も
う
。
　
と
い
う
の
は
、
　
そ
れ
だ
け
が
、
　
ス
コ
ラ
学
者
の
正
当
戦
争
論
に
お
い

説　
　
て
、
厳
格
に
正
当
原
因
と
よ
ぶ
と
こ
ろ
の
も
の
、
す
な
わ
ち
、
戦
争
開
始
の
た
め
の
実
質
的
な
正
当
原
因
を
さ
す
の
で
あ
る
か
ら
。

論　
　
　
そ
う
す
れ
ば
、
ゲ
ン
テ
ィ
リ
ス
は
、
そ
れ
を
さ
ら
に
、
の
神
的
な
島
q
言
。
Φ
も
の
、
⇔
自
然
的
な
占
象
ξ
巴
①
ω
も
の
、
　
日
人
的
な
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目冊 説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

ケ
。
日
ぎ
緯
ヨ
も
の
と
の
三
つ
に
分
類
す
る
（
い
転
げ
・
H
・
ρ
洲
P
ω
ω
）
。
従
っ
て
、
つ
ぎ
に
、
そ
の
お
の
お
の
に
つ
い
て
の
か
れ
の
見
解
を

考
察
す
る
の
で
あ
る
。
　
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
法
律
学
者
と
し
て
の
か
れ
の
説
の
特
色
を
明
か
に
す
る
。
　
と
と
も
に
、
こ
の
点
で
も
ま

（
三
）

た
、
・
か
れ
は
、
す
く
な
く
と
も
根
本
の
考
え
方
に
お
い
て
は
、
必
ず
し
も
神
学
者
の
意
見
に
反
対
し
た
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
そ
の
説

く
と
こ
ろ
は
、
そ
の
時
代
の
支
配
的
な
ス
コ
ラ
学
者
の
説
、
こ
と
に
ヴ
ィ
ト
リ
ア
宰
Ω
。
づ
9
ω
8
α
o
＜
騨
自
昼
ρ
ご
。
。
O
I
黙
思
①
の
そ
れ

と
は
、
い
ろ
い
ろ
な
点
で
一
致
し
て
い
る
こ
と
を
示
そ
う
と
お
も
う
。

　
（
原
典
i
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ン
テ
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ス
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用
は
、
≧
げ
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ユ
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ω
○
Φ
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帥
醇
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ぴ
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＝
＝
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ぼ
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①
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即
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色
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轡
9
0
×
o
磐
鉾

　
H
。
。
ミ
に
よ
る
。
示
さ
れ
た
頁
も
、
こ
の
版
の
も
の
で
あ
る
。
）

　
（
一
）
　
拙
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「
ア
ル
ベ
リ
ク
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
リ
ス
の
戦
争
の
概
念
」
法
政
研
究
、
二
四
巻
、
一
号
、
三
五
頁
参
照
。

　
（
二
）
　
こ
の
区
分
は
、
法
を
神
法
認
ω
a
≦
轟
之
自
然
法
ピ
ω
昌
象
ξ
9
Φ
と
人
定
法
冨
ω
げ
＝
巳
四
コ
。
と
に
分
け
る
従
来
の
慣
わ
し
に
従
っ
た
も
の

　
　
　
で
あ
る
。
℃
ゴ
自
6
ψ
o
P
O
o
6
ヨ
雪
仏
づ
霞
。
ゆ
葺
。
江
。
⇒
o
h
一
）
①
ξ
門
Φ
げ
①
毎
一
ぴ
ユ
貫
①
ω
げ
《
≧
げ
①
ユ
。
二
ω
○
①
づ
窪
一
（
ぢ
チ
①
Ω
p
ψ
ω
ぎ
の
・
o
｛

　
　
　
冒
8
目
舞
帥
8
巴
目
p
。
芝
Q
D
葭
δ
ω
）
”
お
ω
ω
”
＜
o
ピ
ド
ウ
ω
①
⇔
参
照
。

　
（
＝
一
）
　
私
は
ま
え
に
、
拙
稿
「
ア
〃
ベ
リ
ク
ス
。
ゲ
ン
テ
ィ
リ
ス
の
国
際
法
の
．
観
念
」
法
政
研
究
、
二
二
巻
、
二
一
四
合
併
号
と
「
ア
ル
ベ
リ
ク
ス
・
ゲ

　
　
　
ン
テ
ィ
リ
ス
の
戦
争
の
概
念
」
法
政
研
究
二
四
巻
、
一
号
機
お
い
て
も
、
同
様
の
こ
と
を
説
い
た
。
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神
　
的
　
な
　
原
　
因

　
神
的
な
原
因
冠
鶴
づ
鋤
Φ
8
偉
ω
ω
鋤
Φ
と
は
、
神
が
戦
争
を
命
令
し
た
場
合
の
こ
と
で
あ
る
。
　
ゲ
ン
テ
ィ
リ
ス
に
よ
れ
ば
、
例
え
ば
、
旧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

約
に
い
う
、
ユ
ダ
ヤ
人
が
神
の
命
令
に
よ
っ
て
、
カ
ナ
ー
ン
入
に
対
し
て
行
っ
た
戦
争
が
そ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
種
の
戦
争
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
二
）

神
の
命
令
で
あ
る
か
ら
絶
対
に
正
当
で
あ
る
、
と
説
く
（
＝
び
・
冒
ρ
c
。
も
・
ω
轟
・
）
。



，

　
　
　
こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
、
か
れ
は
、
宗
教
の
た
め
の
戦
争
が
正
当
か
ど
う
か
》
φ
げ
①
＝
広
ヨ
貯
ω
9
巳
ω
五
山
。
国
Φ
一
お
6
昌
ρ
（
ζ
げ
・
H
・

　
　
ρ
⑩
ら
ω
㎝
よ
⑩
し
）
・
と
い
う
問
題
を
と
り
あ
げ
奮
そ
し
て
・
・
こ
れ
に
対
し
て
否
定
的
に
答
え
華
が
・
そ
の
理
由
は
・
つ
ぎ
の
点
に

　
　
あ
る
。
　
つ
ま
り
、
日
宗
教
自
体
が
、
他
か
ら
強
制
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
性
質
の
も
の
で
あ
る
こ
と
（
＝
σ
・
H
・
ρ
の
も
・
ω
切
・
）
。
口
宗
教
の

　
　
法
は
、
神
と
人
熱
と
の
間
の
も
の
で
、
入
間
と
人
間
と
の
間
の
も
の
で
は
な
い
。
従
っ
て
、
人
間
の
権
利
は
、
宗
教
の
相
違
に
よ
っ
て
害

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
せ
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
こ
と
（
ト
一
σ
・
『
。
・
9
ウ
ω
c
。
1
ω
P
）
。
　
だ
か
ら
、
日
他
の
国
家
の
入
た
ち
が
、
わ
れ
わ
れ
と
は
異
な
る
風
に
生
活

　
　
す
る
か
ら
と
い
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
か
れ
ら
に
対
し
て
、
正
当
に
復
讐
を
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
と
と
も
に
、
か
れ
ら
は
ま
た
わ
れ
わ

　
　
れ
に
従
属
す
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
が
こ
れ
を
処
罰
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
。
　
従
っ
て
、
か
れ
ら
に
対
す
る
戦
争

　
　
が
、
復
讐
の
た
め
風
昌
島
6
9
。
鉱
§
§
で
あ
れ
、
処
罰
の
た
め
b
録
註
什
貯
仁
旨
で
あ
れ
、
い
ず
れ
の
場
合
で
も
、
そ
れ
は
正
当
で
は
あ
り
え

　
　
な
い
（
】
U
コ
リ
●
H
噂
O
●
の
》
℃
。
ω
⑩
）
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
　
　
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。
ゲ
ン
テ
ィ
リ
ス
は
ま
た
自
然
法
の
妥
当
と
い
う
見
地
か
ら
も
、
つ
ぎ
の
説
明
を
加
え
る
。
そ
れ
は
、
い
か
な

　
　
る
宗
教
を
も
全
く
信
じ
な
い
人
た
ち
の
こ
と
で
あ
る
。
，
か
れ
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
人
た
ち
は
、
人
間
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ

　
　
動
物
と
し
て
生
き
て
い
る
人
た
ち
h
Φ
鎚
葺
ヨ
ヨ
。
傷
。
ヨ
轟
δ
ρ
仁
き
煽
げ
。
旨
旨
“
ヨ
q
旨
Φ
葺
①
ω
で
あ
る
。
従
っ
て
、
か
れ
ら
は
海
賊
と

　
　
同
様
に
、
す
べ
て
の
人
の
共
同
の
敵
で
あ
り
、
戦
争
に
よ
つ
で
追
求
さ
れ
、
入
善
の
慣
習
を
ま
も
る
よ
う
に
強
制
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

　
　
い
も
の
o
o
ヨ
§
鳳
昌
Φ
。
・
ゲ
○
ω
8
ω
o
日
西
夏
β
げ
巴
o
b
㊦
お
Φ
ρ
ロ
9
p
ユ
。
。
。
矯
卑
6
0
⑳
①
昌
α
o
ω
ヨ
巳
。
目
①
げ
。
巳
ぢ
郎
日
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
宗
教

　
　
は
自
然
の
法
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
冒
ユ
ω
づ
9
嘗
建
Φ
①
誓
H
①
嵩
σ
q
一
〇
●
か
ら
、
そ
の
法
は
、
宗
教
を
全
く
有
し
な
い
人
た
ち
を
保
護
し
な

　
　
い
（
『
8
●
H
v
ρ
9
b
・
ω
9
）
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
　
し
か
．
し
な
が
ら
、
グ
ン
テ
ィ
リ
ス
自
身
は
、
現
実
に
は
か
か
る
民
族
は
存
し
な
い

説　
　
（
］
「
帥
げ
・
H
矧
6
。
⑩
”
勺
●
ω
㊤
●
）
、
と
主
張
す
る
。
そ
こ
．
で
実
際
に
問
題
に
な
り
う
る
の
は
、
た
だ
、
な
に
ら
か
の
宗
教
は
も
っ
て
い
る
が
、
そ

ム
冊　
　
れ
が
真
実
の
宗
教
で
は
な
い
、
と
い
う
人
た
ち
だ
け
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
ゲ
ン
テ
ィ
リ
ス
は
、
こ
の
よ
う
な
人
た
ち
な
ら
、
こ
の
自
然
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法
に
あ
ず
か
ら
な
い
人
た
ち
で
は
な
い
β
o
舞
ω
口
三
ぼ
ユ
ω
昌
二
男
塞
げ
麟
冒
ω
、
と
い
う
。
従
っ
て
、
か
れ
ら
は
教
え
導
か
れ
る
べ
き
で

説　
　
あ
り
、
寛
大
に
遇
せ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
圧
迫
さ
れ
た
り
、
絶
滅
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
（
＝
σ
・
H
・
ρ
⑩
も
・
ω
の
・
）
、
と
。

論　
　
　
こ
の
よ
う
に
、
ゲ
ン
テ
ィ
リ
ス
は
、
宗
教
の
相
違
が
、
た
だ
そ
れ
だ
け
で
は
戦
争
の
正
当
原
因
と
は
な
ら
な
い
、
と
説
く
。
か
れ
は
、

　
　
こ
の
こ
と
を
多
く
の
権
威
を
引
用
し
て
論
証
す
る
の
で
あ
る
。
が
、
そ
の
場
合
、
と
く
に
ヴ
ィ
ト
リ
ア
を
も
あ
げ
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
い

　
　
う
。
　
す
な
わ
ち
、
当
し
か
し
、
も
っ
と
も
学
識
の
深
い
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
に
よ
っ
て
も
、
宗
教
の
た
め
に
戦
争
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い

　
　
う
こ
の
考
え
が
、
例
外
な
く
す
べ
て
の
人
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
、
と
主
張
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
か
れ
の
同
国
人
な
る
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
六
）

　
　
ペ
イ
ン
入
が
イ
ン
ド
人
に
対
し
て
主
張
し
た
こ
の
原
因
は
、
正
当
で
な
か
っ
た
、
と
≦
o
け
切
Φ
一
Φ
o
計
9
H
C
L
　
（
一
U
＝
∪
。
H
》
6
●
⑩
”
冒
●
ω
N
）
。

　
　
　
（
一
）
　
こ
れ
は
、
ス
コ
ラ
学
者
が
好
ん
で
引
用
す
る
事
例
で
あ
る
。
ω
鉾
日
ゴ
。
ヨ
9
ρ
匂
リ
ロ
ヨ
ヨ
凶
日
げ
①
○
一
。
ひ
q
8
勲
、
デ
ド
ρ
F
δ
9
9
嚢
。
α
料
に
も
の
べ

　
　
　
　
　
ら
れ
て
い
る
。
近
世
の
初
期
の
学
者
た
ち
、
ヴ
ィ
ト
リ
ア
く
諄
。
ユ
費
コ
ヴ
ァ
ル
ル
ヴ
ィ
ア
ス
O
o
＜
鋤
冥
⊆
ぐ
冨
ω
リ
ヴ
ァ
ス
ク
ェ
ス
＜
⇔
ω
ρ
¢
Φ
N
な

　
　
　
　
　
ど
は
、
こ
の
例
を
も
っ
て
、
や
む
を
え
な
い
不
知
茜
雲
。
目
o
p
江
⇔
ぎ
く
冒
9
げ
出
一
ω
の
場
合
に
は
、
戦
争
が
双
方
に
正
当
で
あ
り
う
る
こ
と
を
認
め

　
　
　
　
　
た
。
＜
⇔
郷
q
o
壱
o
r
≧
砕
Φ
ら
”
ピ
①
傷
o
o
霞
ヨ
Φ
ω
o
o
冨
ω
江
ρ
β
①
O
β
臼
。
ニ
ュ
①
ひ
Q
信
。
霞
①
二
⑩
お
”
P
♂
ω
1
δ
＃
参
照
。
ゲ
ン
テ
ィ
リ
ス
も
さ
き
に
．

　
　
　
　
　
（
一
U
岩
∪
．
H
”
o
・
①
》
O
●
N
Q
Q
－
D
の
）
、
同
一
の
問
題
に
つ
い
て
こ
の
事
例
を
あ
げ
て
い
る
。

　
　
　
（
二
）
　
ゲ
ン
テ
ィ
リ
ス
は
こ
の
こ
と
を
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
〉
＝
ひ
q
ロ
ω
江
旨
の
の
言
葉
に
も
と
づ
い
て
証
明
す
る
。
す
な
わ
ち
、
神
に
は
不
正
と
い
う
ζ

　
　
　
　
　
と
が
な
い
。
か
か
る
戦
争
に
お
い
て
は
、
軍
隊
は
戦
争
を
お
こ
す
も
の
9
ロ
6
8
苛
げ
①
田
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
命
令
者
た
る
神
の
役
者
巳
巳
ω
富
汽
、

　
　
　
　
　
ξ
巳
8
量
目
ω
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
神
の
命
令
を
と
や
か
く
判
断
す
べ
き
で
は
な
く
、
た
だ
そ
れ
に
服
従
す
べ
き
で
あ
る
（
ピ
一
げ
・
H
”
。
・
c
。
讐

　
　
　
　
　
撃
）
、
と

　
　
　
（
三
）
　
こ
の
問
題
は
、
国
際
法
の
学
説
史
、
思
想
史
の
う
え
か
ら
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
問
題
の
解
決
を
一
つ
の
契
機
と
し
て
、

　
　
　
　
　
ギ
ヅ
ス
ト
教
徒
と
非
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
間
に
も
共
通
の
渋
、
つ
ま
り
今
日
国
際
法
と
よ
ぶ
と
こ
ろ
の
も
の
が
存
在
す
る
こ
と
が
、
論
証
さ
れ
る
こ
と

　
　
　
　
　
に
な
っ
た
め
で
あ
る
か
ら
。
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
は
ま
た
、
ゲ
ン
テ
ィ
リ
ス
の
時
代
に
は
、
現
・
実
の
重
要
な
問
題
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
そ
の
こ
・
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ろ
の
神
学
者
、
教
会
法
学
者
は
み
な
、
こ
の
問
題
を
と
り
・
あ
げ
た
。

〈
四
）
　
こ
の
問
題
に
対
し
肯
定
的
な
意
見
の
代
表
は
、
ホ
ス
テ
ィ
エ
ン
シ
ス
頃
。
ω
菖
①
づ
匹
9
i
6
ゴ
で
あ
る
。
＜
9
。
＆
①
目
b
。
r
o
℃
・
。
罫
も
●
N
謡
．
参
照
。

　
　
し
か
し
、
近
世
初
期
の
神
学
者
、
教
会
法
学
者
の
支
配
的
な
意
虎
は
、
否
定
的
で
あ
る
。
ヴ
ィ
ト
リ
．
ア
は
、
そ
の
代
表
と
い
え
る
。
か
れ
の
意
見
は

　
　
菊
①
帯
〇
二
〇
◎
Φ
首
巳
ω
》
ω
Φ
6
・
P
N
・
＝
●
茜
一
δ
”
幻
色
Φ
6
註
。
α
Φ
一
ξ
Φ
げ
Φ
霞
＝
O
に
の
べ
ら
れ
て
い
る
。
　
ω
o
寓
言
Φ
㌍
毛
巴
帯
さ
岡
N
雪
6
一
ω
6
ロ
q
。

　
　
畠
Φ
＜
一
〇
8
ユ
僧
U
Φ
ぎ
巳
ω
目
Φ
o
①
導
曾
ぎ
く
①
葺
一
ω
①
け
像
①
甘
お
三
ω
勺
昌
昌
。
円
価
ヨ
一
昌
げ
①
H
げ
①
【
o
ω
お
一
①
9
δ
づ
①
伊
一
⑩
㎝
ド
ω
・
①
斜
一
圃
9
刈
Q
◎
”
o
◎
0
一

　
　
⑩
9
一
D
o
o
ム
疹
昭
描
。

（
五
）
　
ヴ
ィ
ト
リ
ア
も
、
閑
Φ
一
Φ
。
江
。
畠
Φ
貯
臼
。
。
”
ω
①
ρ
N
二
一
（
ω
O
ゴ
似
け
N
①
一
　
①
・
　
曽
●
　
○
●
　
ω
●
　
N
C
o
）
に
お
い
て
、
こ
れ
と
同
様
に
説
く
。

（
六
）
　
ゲ
ン
テ
ィ
リ
ス
が
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
ヴ
ィ
ト
リ
ア
か
ら
多
く
の
影
響
を
う
け
た
こ
と
は
、
多
数
の
学
者
の
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ω
8
け
r

　
　
｝
9
ヨ
①
ω
し
d
【
O
≦
銅
い
9
≦
”
日
ゴ
①
ω
け
O
け
ρ
鋤
鵠
◎
け
ゴ
①
一
コ
口
①
円
b
O
江
O
目
Ω
ρ
一
〇
〇
ヨ
】
B
信
巳
酔
ざ
お
ω
9
＜
O
ド
H
噂
b
・
ω
刈
o
Q
一
ω
刈
⑩
旧
芝
①
σ
q
コ
①
5
＞
【
け
げ
亘
5

　
　
0
Φ
ω
。
三
。
算
Φ
匹
①
ω
＜
o
軒
①
p
①
9
叶
ω
二
⑩
ω
9
ω
二
c
D
㎝
1
一
①
c
D
・

一一
一

自
　
然
　
的
　
な
　
原
　
因

　
　
　
グ
ン
テ
ィ
リ
ス
は
ま
ず
、
　
基
本
的
に
は
、
　
自
然
に
も
と
つ
く
い
か
な
る
戦
争
の
原
因
も
存
し
な
い
。
碧
ω
鋤
ヨ
四
二
窪
B
づ
巳
】
簿
旨

　
　
ぴ
Φ
ま
①
首
ω
蝕
霞
Φ
（
＝
げ
．
H
”
。
二
9
P
㎝
伊
）
こ
と
を
説
く
。
　
こ
の
こ
と
は
、
か
れ
の
根
本
の
思
想
、
す
な
わ
ち
普
遍
的
人
類
社
会
の
観
念

　
　
か
ら
ひ
き
だ
さ
れ
る
当
然
の
帰
結
で
あ
る
。
そ
の
人
類
の
社
会
σ
Q
①
づ
三
一
ω
ず
纈
日
自
。
ロ
一
ω
o
o
冨
富
ω
に
お
い
て
は
、
わ
れ
わ
れ
は
み
な
自
然

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

　
　
に
も
と
づ
い
て
血
族
関
係
で
あ
る
8
ε
鎚
ω
偉
巳
ヨ
β
ω
8
σ
q
昌
鋤
鉱
。
口
口
①
。
・
か
ら
、
も
と
．
も
と
は
、
人
間
と
人
間
と
の
間
に
は
自
然
に
も

説　
　
と
つ
く
争
い
は
な
く
ゴ
。
ヨ
貯
ま
翻
。
ロ
旨
ず
o
B
冒
ま
に
ω
ぎ
遣
Φ
ω
叶
お
b
口
α
Q
昌
Ω
。
導
冨
b
臼
昌
簿
霞
o
B
、
人
間
は
自
然
に
も
と
づ
い
て
相

論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

　
　
互
に
敵
で
は
な
い
Z
自
ρ
ε
罠
ゴ
。
旨
写
①
ω
貯
8
H
ω
Φ
一
三
ヨ
宕
一
昌
。
昌
ω
¢
ヨ
（
ピ
瞬
げ
・
冒
。
・
一
ド
b
・
α
N
l
U
ω
）
の
で
あ
る
か
ら
。
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説

　
従
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
ト
ル
コ
人
と
の
間
に
は
永
久
的
な
戦
争
が
存
す
る
。
　
が
、
．
こ
れ
と
て
も
、
宗
教
の
た
め
で
も
な
け
れ
ば

口
。
昌
賢
。
冥
Φ
同
目
①
嵩
α
q
ご
口
Φ
日
自
然
に
も
と
つ
く
も
の
で
も
な
く
口
。
鵠
9
芋
蔓
霞
鋤
、
別
の
理
由
、
つ
ま
り
ト
ル
コ
人
が
キ
リ
ス
ト
教
徒

に
対
し
て
、
つ
ね
に
敵
と
し
て
行
動
し
、
た
え
ず
攻
撃
の
機
会
を
う
か
が
い
、
か
れ
ら
を
脅
威
す
る
た
め
（
一
U
＝
∪
・
H
堕
。
・
一
N
糟
b
●
α
斜
）
、
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

い
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
た
め
に
、
ト
ル
コ
入
に
対
す
る
戦
争
の
原
因
が
つ
ね
に
正
当
と
な
る
曽
。
貯
ω
富
ω
Φ
ヨ
O
臼
8
β
ω
惹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

ぴ
Φ
ま
鋤
α
β
Φ
目
ω
障
ω
↓
霞
0
9
。
ω
（
H
、
臨
り
・

H
”
o
●
一
P
一
℃
●
㎝
仁
一
㎝
切
）
、
と
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
他
方
、
ゲ
ン
テ
ィ
リ
ス
は
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
然
の
命
じ
る
と
こ
ろ
に
従
っ
て
戦
争
を
行
う
原
因
が
存
す

る
ω
偉
三
8
偉
ω
ω
鋤
①
δ
8
Φ
鮮
鷺
o
b
滞
門
ρ
轟
ω
口
簿
昌
昌
傷
β
8
び
①
ま
ω
β
ω
9
冨
日
信
ω
こ
と
を
認
め
る
（
＝
げ
●
冒
ρ
一
9
p
α
9
）
。
そ
れ

は
、
の
防
禦
の
原
因
8
億
ω
①
α
臥
Φ
遣
餓
〇
三
ω
と
か
、
◎
自
然
法
に
も
と
づ
い
て
認
め
ら
れ
た
権
利
、
す
な
わ
ち
自
然
権
が
拒
否
さ
れ
た

り
ρ
巳
鋤
鋤
庭
弄
創
づ
①
α
q
Φ
一
霞
α
嘱
目
陣
ρ
環
。
α
首
。
。
鋤
a
9
諄
⇔
鋤
霞
同
門
、
侵
害
さ
れ
た
場
合
ρ
巳
①
貯
ω
昌
昌
ξ
鋤
Φ
昏
昏
讐
霞
で
あ
る
（
＝
σ
・

H
・
ρ
一
ω
・
b
・
切
切
・
）
、
と
。
こ
れ
が
、
か
れ
の
、
戦
争
を
行
う
自
然
的
な
原
因
8
億
ω
ω
鋤
①
昌
翠
霞
巴
①
ω
ぴ
Φ
＝
一
富
9
①
口
蓋
な
の
で
あ
る
。

　
（
一
）
　
ゲ
ン
テ
ィ
リ
ス
の
普
遍
的
入
類
社
会
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
ア
ル
ベ
リ
ク
ス
。
ゲ
ン
テ
ィ
リ
ス
の
国
際
法
の
観
念
」
法
政
研
究
、
二
二
巻
、
二
t

　
　
　
四
合
併
号
、
二
五
三
i
・
二
五
八
頁
参
照
。
こ
の
普
遍
的
人
類
社
会
の
思
想
は
、
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
そ
の
時
代
に
お
い
て
は
、
ス
ト
ア
思
想
の
、
再
生
と

　
　
　
し
て
、
広
く
支
持
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
が
、
だ
れ
よ
り
ヴ
ィ
ト
リ
ア
は
、
そ
の
思
想
に
も
と
づ
い
て
、
か
れ
の
国
際
法
理
論
を
基
礎
づ
け
た
。

　
　
　
か
れ
の
そ
の
思
想
に
つ
い
て
は
、
園
Φ
δ
o
江
o
O
①
ぎ
象
9
ω
Φ
o
■
9
一
一
N
（
ω
o
げ
鋒
N
Φ
却
9
。
・
£
。
・
○
．
ω
●
⑩
N
l
・
④
①
）
参
照
。
そ
の
た
め
、
こ
の
と
こ
ろ

　
　
　
で
も
ま
た
、
ゲ
ン
テ
ィ
リ
ス
は
ヴ
ィ
ト
リ
ァ
の
説
を
と
り
あ
げ
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
う
。
す
な
わ
ち
、
「
人
間
は
自
然
に
も
と
づ
い
て
．
友
達
で
は

　
　
　
な
い
、
と
い
わ
れ
る
。
し
か
し
、
私
は
そ
の
意
見
に
従
わ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
ス
ペ
イ
ン
人
は
イ
ン
ド
人
と
の
戦
争
の
際
に
、
こ
の
原
因
や
前
述

　
　
　
の
宗
教
の
原
因
を
示
し
た
が
、
そ
れ
は
正
し
く
な
い
≦
0
8
ユ
斜
ヵ
皿
Φ
o
二
〇
ロ
㊦
ω
”
鉢
」
　
（
H
、
＝
）
●
H
冒
。
・
一
N
旧
弓
曾
α
ω
）
と
。

　
〈
二
）
　
か
く
、
ゲ
ン
テ
ィ
リ
ス
は
、
異
教
徒
の
な
か
で
ト
ル
コ
人
に
対
し
て
だ
け
は
厳
し
い
態
度
を
と
る
。
2
《
ρ
国
9
①
ω
ゴ
い
①
ω
o
ユ
σ
q
ぎ
Φ
。
。
含
臼
。
搾
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ぎ
8
§
仁
。
江
。
轟
r
一
。
。
⑩
避
O
・
一
鵯
参
照
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
神
学
者
ヴ
ィ
ト
リ
ア
や
教
会
法
学
者
グ
ェ
ル
レ
ロ
O
口
Φ
P
葭
。
に
も
共
通
の
態
度

で
あ
っ
た
。
＜
き
畠
Φ
6
0
r
o
ワ
9
什
‘
ワ
N
N
ω
1
心
N
α
●
参
照
。
ヴ
ィ
ト
リ
ア
に
つ
い
て
は
、
か
れ
の
菊
①
δ
。
江
。
α
①
言
器
げ
Φ
霞
・
斜
。
。
（
ω
。
ず
馨
N
①
r

鉾
P
O
・
ω
・
δ
O
）
参
照
。
ま
た
、
ソ
ト
ー
ω
o
↓
P
、
U
①
言
ω
江
江
9
2
日
目
ρ
ピ
ぴ
．
＜
”
ρ
F
9
碧
け
・
切
）
も
同
様
で
あ
る
。
か
れ
は
、
異
教

徒
を
三
種
に
分
け
る
。
日
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
君
主
に
服
従
す
る
も
の
と
、
ロ
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
君
主
に
服
従
す
る
も
の
で
な
く
、
か
っ
て
は
キ
リ
ス

ト
教
徒
の
支
配
下
に
あ
っ
た
土
地
を
強
力
に
よ
っ
て
奪
い
と
っ
た
も
の
と
、
ロ
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
君
主
に
服
従
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
キ
リ
ス
ト

教
徒
に
害
を
加
え
な
い
も
の
。
そ
し
て
、
こ
の
な
か
で
第
二
の
種
類
の
異
教
徒
に
対
し
て
だ
け
は
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
正
当
に
戦
争
を
行
う
権
利
が

あ
る
と
説
く
が
、
そ
れ
は
、
サ
ラ
セ
ン
人
や
ト
ル
コ
人
の
こ
と
で
あ
る
。
＜
p
。
民
Φ
6
0
ポ
8
・
9
～
℃
・
N
N
の
参
照
。
従
っ
て
、
ゲ
ン
テ
ィ
リ
ス
は
、

こ
の
点
で
も
、
そ
れ
ら
の
ス
コ
ラ
学
者
の
説
に
従
っ
た
も
の
と
い
え
る
。

説

　
　
　
　
　
　
　
a
　
防
　
　
禦

　
ゲ
ン
テ
ィ
リ
ス
は
、
防
禦
α
凪
Φ
u
匹
。
を
、
日
必
要
な
u
Φ
8
ω
ω
Ω
。
ユ
9
。
も
の
と
、
口
有
利
な
q
庄
お
も
の
と
、
日
義
し
い
7
0
嵩
①
の
欝

も
の
と
に
分
け
る
。
そ
し
て
、
す
べ
て
防
禦
は
必
要
な
口
①
o
①
の
ω
Ω
。
ユ
帥
も
の
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
＝
げ
・
冒
ρ
一
ω
も
・
㎝
α
亡
、

と
説
く
。

　
日
必
要
な
防
禦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

．

　
必
要
な
防
禦
α
Φ
h
Φ
昌
ω
一
〇
潰
①
o
Φ
ω
ω
鍵
一
①
と
は
、
現
実
の
武
力
攻
撃
を
反
撃
す
る
場
合
で
あ
る
。
が
、
ゲ
ン
テ
ィ
リ
ス
は
、
つ
ぎ
の
よ

う
に
説
く
。
武
装
し
た
敵
が
攻
撃
を
加
え
る
入
の
防
禦
は
必
要
で
あ
り
、
か
れ
の
行
為
は
、
必
要
な
防
禦
の
た
め
で
あ
る
2
①
o
Φ
Φ
ω
霞
冨

α
Φ
胤
Φ
諺
凶
。
①
貯
ω
①
。
り
計
①
件
♂
o
ε
日
鋤
α
導
Φ
8
ω
ω
碧
㌶
B
α
9
Φ
昌
。
。
δ
口
①
日
”
8
登
臨
ρ
常
日
器
昌
一
Ω
。
什
舘
目
山
ε
。
。
一
巳
日
寄
霧
（
＝
げ
・
い
6
・

お
・
P
α
α
）
。
防
禦
は
動
物
に
も
自
然
の
権
利
ピ
ω
昌
讐
霞
①
①
で
あ
る
。
従
っ
て
、
す
べ
て
の
法
や
す
べ
て
．
の
法
律
は
、
強
力
を
も
っ
て

暴
力
を
撃
退
す
る
こ
と
を
認
め
る
d
ぎ
巳
h
Φ
O
巴
Φ
目
ρ
o
旨
旨
①
ω
一
①
σ
Q
①
。
・
》
簿
。
ヨ
昌
冨
貯
霊
b
2
B
帥
洋
塞
け
。
が
、
あ
ら
ゆ
る
方
法
で
安
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論説
全
を
ま
も
る
こ
と
は
、
　
永
久
不
変
の
律
法
で
あ
る
ピ
①
×
億
昌
P
卑
娼
Φ
壱
Φ
言
♪
ω
脳
槽
9
①
日
○
ヨ
巳
窮
江
。
コ
①
自
Φ
h
Φ
昌
島
臼
Φ
（
ピ
陣
び
．
ど
ρ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
6

お
も
．
鴇
）
、
と
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊦

　
と
こ
ろ
で
、
そ
の
必
要
ロ
Φ
o
①
ω
ω
津
Ω
。
ω
の
意
味
に
つ
い
て
、
ゲ
ン
テ
ィ
リ
ス
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
う
。
つ
ま
り
、
そ
れ
は
厳
格
な
意
味
　
3
3

か
年
な
く
犬
間
関
係
に
お
い
て
稀
で
は
な
く
て
・
鳥
目
通
に
必
要
と
い
わ
れ
る
慣
わ
し
に
な
っ
て
い
る
立
案
ρ
§
帥
。
§
ω
ゴ
量
ω
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

昌
。
旨
H
鋤
H
Φ
①
ω
計
①
一
象
。
一
口
Φ
。
①
。
り
ω
ぱ
2
。
ω
8
つ
ω
β
Φ
乱
け
・
に
解
す
れ
ば
よ
い
（
＝
げ
・
H
・
。
・
お
・
b
・
α
㎝
・
）
。
し
か
も
、
そ
の
必
要
性
の
度
合
　
2
5

は
、
武
力
の
圧
迫
を
う
け
た
と
き
に
は
、
非
常
に
大
き
く
感
じ
ら
れ
る
（
＝
げ
・
『
ρ
一
ω
も
・
切
N
・
）
、
と
。
　
従
っ
て
、
か
れ
の
い
う
必
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご

昌
①
o
Φ
ω
・
，
騨
鋤
ω
と
は
、
広
義
の
、
ご
く
常
識
的
な
意
味
な
の
で
あ
る
。
が
、
そ
の
常
識
ω
Φ
鵠
ω
ロ
ω
こ
そ
、
か
れ
に
お
い
て
は
、
わ
れ
わ
れ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　

共
通
の
裁
判
官
貯
＆
o
Φ
ω
o
o
臼
ヨ
仁
嵩
Φ
ω
で
あ
っ
た
（
＝
自
・
H
・
ρ
一
も
・
①
・
）
。

　
口
有
利
な
防
禦

　
有
利
な
防
禦
傷
①
h
Φ
昌
巴
〇
三
ま
ω
と
は
、
み
ず
か
ら
戦
争
を
以
て
攻
撃
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
恐
怖
に
も
と
づ
い
て
、
戦
争
を

行
う
場
合
ρ
窪
9
ヨ
。
虹
①
日
麟
ω
娼
。
ω
び
。
】
ぎ
β
仁
Φ
お
三
Φ
。
・
”
口
Φ
甘
ω
一
げ
Φ
ま
b
①
訂
ヨ
嘆
●
（
H
し
び
●
　
H
℃
o
●
一
＃
”
b
．
㎝
刈
●
）
で
あ
る
。
ゲ
ン
テ
ィ

リ
ス
は
、
こ
の
防
禦
も
．
ま
た
正
当
と
考
え
る
。
そ
の
理
由
億
、
も
し
機
先
を
制
す
る
な
ら
ば
一
層
安
全
で
あ
る
と
き
に
は
、
相
手
か
ら
暴

力
を
加
え
ら
れ
る
ま
で
ま
つ
．
て
は
な
ら
な
い
①
×
b
Φ
o
＄
お
鵠
。
口
傷
Φ
げ
①
8
信
ω
℃
建
①
ω
①
口
8
8
鼠
旨
”
ω
一
斗
葺
H
鋤
①
o
o
o
ξ
ニ
ヨ
仁
ω
訂
江
β
ω

（
ピ
時
び
・
H
・
。
二
轟
も
・
0
刈
）
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
樋
予
め
防
ぐ
こ
と
は
許
さ
れ
る
。
攻
撃
し
よ
う
と
用
意
し
て
い
る
人
を
攻
撃
す
る

の
は
合
法
的
で
あ
る
勺
惹
Φ
償
①
巳
H
①
一
ド
Φ
け
℃
碧
①
口
8
ヨ
。
頃
Φ
昌
自
臼
Φ
o
跨
①
昌
島
。
】
一
〇
騨
Φ
・
（
】
U
＝
り
・
H
”
o
．
一
＃
博
b
●
㎝
c
o
）
、
と
い
う
。

　
し
か
し
、
困
難
は
、
い
っ
そ
の
よ
う
な
有
利
な
防
禦
に
訴
え
る
べ
き
事
態
に
到
達
し
た
と
認
め
ら
れ
る
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ

れ
に
つ
い
て
、
か
れ
は
、
　
つ
ぎ
の
よ
う
に
答
え
る
。
　
恐
怖
の
正
当
な
原
因
が
必
要
．
で
あ
る
。
　
疑
い
だ
け
で
な
充
分
で
は
な
い
．
ぎ
ω
鼠

6
磐
ω
9
。
日
Φ
9
ω
触
①
ρ
忌
鼻
霞
”
ω
郎
ω
営
。
ご
嵩
○
口
①
曾
ω
£
ρ
江
ω
・
（
い
一
げ
・
H
・
ρ
一
癖
も
・
㎝
q
⊃
・
）
。
　
そ
れ
に
し
て
も
、
恐
怖
の
正
し
い
原
因
は
一
つ
．



　
　
で
は
な
い
。
　
従
っ
て
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
．
な
に
も
一
・
般
的
に
は
定
．
め
ら
れ
な
い
　
鋤
暮
Φ
日
・
口
。
出
馬
昌
。
箕
。
げ
p
。
び
鵠
一
ω
尊
重
①
旨
巳

　
δ
四
ロ
ω
鋤
ω
津
”
糞
ぴ
q
Φ
コ
①
H
巴
騨
①
H
α
Φ
Φ
p
α
Φ
陰
口
貯
一
口
筐
鵠
b
o
ω
巴
戸
（
】
U
＝
∪
●
H
℃
6
・
一
き
”
b
●
m
O
）
、
と
。
　
そ
の
た
め
に
、
か
れ
は
結
局
、
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

　
　
ね
て
か
ら
、
相
手
が
余
り
強
大
に
な
ら
な
い
よ
・
う
に
、
勢
力
の
均
衡
を
維
持
す
る
よ
う
心
が
け
る
こ
と
が
得
策
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と

　
　
を
い
ろ
い
ろ
な
事
例
を
あ
げ
て
説
明
す
る
（
H
」
一
）
。
　
H
》
6
・
　
↓
斜
”
娼
●
①
O
l
・
①
N
・
）
。

　
　
　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
こ
と
を
、
ゲ
ン
テ
ィ
リ
ス
は
あ
く
ま
で
、
政
治
の
原
則
と
し
て
説
い
た
の
で
あ
っ
て
、
相
手
が
強
大
忙
な
る
こ

　
　
と
が
、
直
ち
に
か
れ
の
い
う
有
利
な
防
禦
の
正
し
い
原
因
と
な
る
、
と
い
う
の
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
に
、
か
れ
は
結
論
と
し
て
つ
ぎ
の

　
　
説
明
を
加
え
る
。
す
な
わ
ち
、
す
で
に
計
画
さ
れ
、
準
備
さ
れ
た
危
険
を
防
ぐ
た
め
の
防
禦
の
み
な
ら
ず
、
計
画
さ
れ
た
も
の
で
な
く
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
も
、
真
実
に
可
能
と
認
め
ら
れ
う
る
危
険
に
対
す
る
防
禦
も
ま
た
正
し
い
U
⑦
暁
①
コ
ω
ご
貯
ω
鎚
。
ω
計
ρ
爵
①
弓
H
器
ロ
①
驚
け
O
Φ
ユ
。
巳
p
。
冨
日

　
　
ヨ
Φ
自
騨
簿
P
O
聖
上
p
”
Φ
口
9
ヨ
卑
口
①
o
日
Φ
象
貯
什
P
碧
に
Φ
目
一
ω
一
霞
葺
P
b
o
ω
ω
ま
ま
9
（
H
し
げ
・
H
》
o
・
一
阜
”
b
・
①
ω
．
）
。
し
か
し
、
こ
の
最
後
の

　
　
点
は
、
相
手
が
強
大
に
な
れ
ば
、
す
ぐ
こ
れ
を
攻
撃
し
て
も
よ
い
、
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
な
に
か
正
義
に
も
と
つ

　
　
く
他
の
理
由
が
必
要
で
あ
る
（
一
U
＝
り
・
H
》
O
。
一
轟
”
℃
●
①
ω
・
）
、
と
。

　
　
　
口
義
し
い
防
禦

　
　
　
止
し
い
防
禦
ゴ
。
昌
Φ
ω
δ
留
h
Φ
昌
巴
。
と
は
、
自
分
自
身
に
対
す
る
武
力
攻
撃
や
武
力
の
脅
威
に
対
す
る
の
で
は
な
く
て
、
た
だ
他
人
の

　
　
た
め
に
行
わ
れ
る
雷
崇
信
日
ぎ
σ
q
鎚
鉱
①
ヨ
¢
。
ぎ
目
q
ヨ
ω
に
ω
9
b
津
ξ
も
の
の
こ
と
で
あ
る
（
ζ
げ
・
H
・
ρ
一
α
も
・
①
ω
し
。
　
ゲ
ン
テ
ィ
リ
ス

　
　
は
、
こ
の
種
の
防
禦
も
ま
た
正
当
と
認
め
る
。
が
、
そ
の
理
由
は
、
か
れ
の
普
遍
的
人
類
社
会
σ
q
①
昌
Φ
二
ω
げ
信
日
僧
三
ω
0
9
①
畠
ω
・
の
思
想

　
　
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
社
会
に
お
い
て
は
、
人
は
み
な
血
族
関
係
8
㎎
目
。
。
慧
。
に
あ
る
。
そ
し
て
、
人
は
社
会
の
た
め
に
生
れ
た
も

説　
　
の
で
あ
る
か
ら
、
自
分
自
身
の
た
め
に
生
き
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
他
人
を
助
け
る
と
い
う
こ
と
が
、
か
れ
の
義
務
な
の
で
あ
る
Z
四
ヨ

論　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
ω
0
9
Φ
冨
8
ぽ
。
日
。
昌
簿
β
ω
．
田
Φ
貯
ω
O
h
ゆ
。
葺
8
一
仁
信
震
①
巴
ご
9
昌
。
昌
ω
o
嵩
巳
口
①
円
Φ
・
（
ピ
一
げ
・
H
”
ρ
一
α
”
も
・
①
㎝
・
）
か
ら
。
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説

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
義
し
い
防
禦
も
絶
対
的
な
義
務
で
は
な
い
。
ゲ
ン
テ
ィ
リ
ス
の
説
明
に
よ
る
と
、
そ
れ
が
義
務
と
な
る
の
は
、

た
だ
、
防
禦
が
そ
の
防
禦
を
行
う
人
に
な
に
ら
の
危
険
も
と
も
な
わ
な
い
と
き
ω
一
α
Φ
h
Φ
昌
ω
ご
口
。
昌
ω
淳
。
信
ヨ
O
Φ
ユ
。
鐸
δ
α
錬
Φ
口
畠
①
三
三

で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
な
に
人
も
、
み
ず
か
ら
を
危
険
に
さ
ら
す
義
務
を
お
う
こ
と
は
な
い
か
ら
2
ρ
8
ぎ
b
費
ざ
巳
。
ω
Φ
b
o
口
乞
Φ

審
義
強
ξ
●
（
＝
げ
・
H
・
ρ
一
9
℃
・
①
N
・
）
。
従
っ
て
、
た
だ
義
し
い
と
い
う
理
だ
け
で
は
、
お
そ
ら
く
な
に
人
を
も
、
こ
の
よ
う
な
防
禦
に
促

す
も
の
で
な
い
こ
と
は
、
た
し
か
に
真
実
で
あ
る
（
一
U
一
げ
．
H
”
o
●
一
α
耀
冒
。
①
c
o
。
）
。
そ
こ
で
、
そ
の
義
務
が
実
際
に
行
わ
れ
る
た
め
に
は
、
そ

の
外
に
、
必
要
口
Φ
o
①
ω
ω
津
島
ω
や
有
利
9
達
畠
ω
に
も
と
つ
く
他
の
理
由
が
加
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
ζ
ρ
ピ
ρ
一
α
も
・
ω
。
。
脚
い
費

り
ρ
一
9
b
・
N
ω
・
）
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
（
一
）
　
ゲ
ン
テ
ィ
リ
ス
は
、
必
要
性
を
か
く
広
く
解
釈
す
る
。
そ
の
た
め
、
か
れ
は
つ
ぎ
の
こ
と
を
主
．
張
す
る
。
す
な
わ
ち
、
人
は
逃
げ
る
余
裕
が
あ
る

　
　
　
と
き
で
も
、
自
衛
の
た
ゆ
に
相
手
を
殺
す
こ
と
が
許
さ
れ
る
（
＝
び
．
H
”
ρ
お
”
7
α
①
）
、
と
。
こ
の
問
題
も
、
こ
れ
ま
で
神
学
者
や
教
会
法
学
者

　
　
　
に
よ
っ
て
論
議
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
が
、
ヴ
ィ
ト
リ
ア
も
、
か
れ
の
U
①
言
H
①
げ
①
毎
”
昏
（
ω
。
げ
馨
N
o
一
℃
費
①
・
O
・
ω
二
撃
）
に
お
い
て
、
同
様

　
　
　
に
説
く
。

　
（
二
）
　
拙
稿
「
ア
ル
ベ
リ
ク
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
リ
ス
の
国
際
法
の
観
念
」
法
政
研
究
、
二
二
巻
、
ニ
ー
四
合
爵
号
、
二
四
頁
。

　
（
三
）
　
こ
の
勢
力
均
衡
の
原
則
は
、
当
時
の
法
律
学
者
の
聞
に
、
次
第
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
が
、
ゲ
ン
テ
ィ
リ
ヌ
も
こ
の
と
こ

　
　
　
ろ
で
、
そ
の
原
則
を
は
っ
き
り
と
説
い
た
。
勺
三
三
b
の
o
P
o
P
g
f
P
ω
N
9
旧
Z
団
ρ
o
P
9
ρ
噌
蕊
。
。
r
く
一
参
照
Q

　
（
四
）
　
い
雪
ひ
q
ρ
O
ゴ
ユ
ω
江
き
ピ
ニ
国
一
ω
8
ヰ
①
◎
①
『
一
石
①
ヨ
象
一
8
巴
一
ω
ヨ
や
日
。
ヨ
．
一
二
9
9
サ
ω
O
ω
f
ω
O
昏
は
、
　
こ
の
ゲ
ン
テ
ィ
リ
ス
の
有
利
な
防

　
　
　
禦
に
つ
い
て
、
多
分
お
こ
る
か
も
し
れ
な
い
危
険
に
そ
な
え
よ
う
と
す
る
君
主
の
確
信
の
検
討
の
み
な
ら
ず
、
意
見
の
交
換
に
よ
る
直
接
交
渉
に
つ

　
　
　
い
て
も
強
調
す
べ
き
で
あ
っ
た
、
と
説
く
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
は
、
ゲ
ン
テ
ィ
リ
ス
に
お
い
て
も
無
視
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
と
い
う
の

　
　
　
は
、
最
初
に
の
べ
た
よ
う
に
、
か
れ
に
お
い
て
防
禦
は
す
べ
て
必
要
で
あ
る
。
が
、
直
接
交
渉
の
余
地
が
あ
る
も
の
は
、
い
ま
だ
必
要
と
は
い
え
な

　
　
　
い
の
で
あ
る
か
ら
。
従
っ
て
い
霧
ひ
Q
Φ
の
い
う
直
接
交
渉
も
、
そ
の
必
要
の
な
か
に
意
味
さ
れ
て
い
る
、
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
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〈
五
）
　
こ
の
防
禦
の
義
務
は
、
か
く
普
遍
的
人
類
社
会
の
思
想
に
も
と
つ
く
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
、
そ
れ
は
人
道
の
立
場
げ
ロ
ヨ
9
。
巳
富
江
ω
罠
江
。
か

　
　
　
　
　
ら
説
か
れ
た
も
の
で
あ
る
（
一
U
一
げ
。
H
讐
。
●
一
〇
”
】
U
．
①
①
●
）
か
ら
、
ひ
と
り
他
の
国
家
の
人
民
が
、
君
主
に
よ
っ
て
残
忍
な
取
扱
い
を
う
け
る
場
合
、

　
　
　
　
　
そ
の
人
民
の
防
禦
に
つ
い
て
も
い
わ
れ
う
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
ゲ
ン
テ
ィ
リ
ス
は
、
こ
の
こ
と
を
、
い
ぎ
・
『
o
・
一
9
》
・
刈
O
一
ま
に

　
　
　
　
　
お
い
て
説
く
。
が
、
こ
の
問
題
は
、
ヴ
ィ
ト
リ
ァ
に
よ
っ
て
も
そ
の
幻
。
寄
9
一
〇
自
①
ぎ
巳
9
。
。
①
0
9
↓
α
（
Q
D
o
9
旨
鼻
鋤
・
欝
O
・
ω
・
二
〇
）
に
お

　
　
　
　
　
い
て
論
じ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
b
　
自
然
権
の
拒
否
と
侵
害

　
　
　
自
然
権
の
拒
否
と
侵
害
に
つ
い
て
も
、
ゲ
ン
テ
ィ
リ
ス
は
防
禦
の
場
合
と
同
様
に
、
の
必
要
な
原
因
と
、
口
有
利
な
原
因
と
、
日
義
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

　
　
い
原
因
と
に
分
け
て
説
明
す
る
。
が
、
そ
の
主
要
な
事
例
と
し
て
、
と
く
に
つ
ぎ
の
三
つ
に
つ
い
て
論
述
す
る
。

　
　
　
の
　
通
　
　
過
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
道
の
通
過
が
自
由
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
従
来
か
ら
争
い
が
あ
っ
た
。
が
、
ゲ
ン
テ
ィ
リ
ス
は
結
局
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
に
従
っ

　
　
て
、
そ
の
無
害
の
通
過
ぎ
8
×
貯
ω
爲
餌
諺
諜
ロ
ω
は
、
人
類
社
会
の
も
っ
と
も
衡
平
な
法
に
よ
り
宣
目
①
嘗
芝
山
爵
①
ω
0
9
象
β
。
岱
ω

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）
　
（
三
）

　
　
鋤
①
ρ
三
ω
ω
ぎ
○
．
す
べ
て
の
も
の
に
許
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
認
め
る
（
】
U
ゴ
リ
・
　
H
博
。
．
一
Φ
”
b
・
o
o
N
”
c
o
ω
・
）
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
正
当
な

　
　
理
由
も
な
く
、
そ
れ
が
拒
否
さ
れ
た
な
ら
、
そ
の
こ
と
は
戦
争
の
正
当
な
理
由
に
な
る
（
ピ
一
げ
。
H
”
ρ
一
9
℃
・
c
o
g
Q
o
ω
一
c
o
昏
）
、
と
い
う
。

　
　
　
口
　
通
　
　
商

　
　
　
通
商
に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
説
く
。
た
し
か
に
、
」
か
か
る
権
利
を
奪
う
も
の
は
、
人
類
社
会
を
害
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な

　
　
ら
、
人
類
相
互
の
も
っ
と
も
強
い
結
び
つ
き
は
、
．
港
や
航
海
や
交
通
や
物
資
の
供
給
に
存
す
る
か
ら
ω
帥
口
Φ
ρ
β
＝
の
欝
8
＝
登
。
。
o
。
§
餌
－

．
説
　
　
8
ヨ
ゲ
¢
左
四
昌
僧
ヨ
冨
。
葺
け
．
ぎ
O
o
目
ε
げ
β
ω
①
巳
ヨ
”
ロ
p
巳
σ
q
9
江
。
巳
び
ロ
9
0
0
日
目
β
巳
。
響
δ
巳
び
自
9
0
0
旨
日
。
α
四
菖
〇
三
び
β
ω
9
⇔
犀
①
鑓
Φ

論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
）

　
　
ゴ
卓
ヨ
9
ρ
巳
δ
↓
δ
Φ
ω
け
づ
Φ
×
β
ω
h
一
円
巳
ω
ω
巨
仁
ω
・
（
H
斗
げ
．
H
”
O
．
一
の
”
づ
．
c
o
轟
）
。
　
そ
の
た
め
、
通
商
が
妨
害
さ
れ
る
な
ら
ば
、
戦
争
に
訴
え
る
こ25　（2・一4●339）　439



　
　
と
は
正
当
で
あ
る
（
匡
げ
・
H
・
。
二
9
0
・
c
。
①
）
、
と
Q

説
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
）

　
　
　
こ
の
よ
う
に
、
ゲ
ン
テ
ィ
リ
ス
は
こ
の
点
に
お
い
て
も
、
普
遍
的
人
類
社
会
の
思
想
に
も
と
づ
い
て
通
商
の
自
由
を
認
め
る
。
が
、
こ

論　
　
の
こ
と
は
・
す
で
に
ヴ
・
ト
リ
ァ
に
よ
っ
て
も
・
周
様
に
説
か
れ
た
こ
と
で
あ
解
そ
の
た
あ
に
・
か
れ
も
ま
た
ヴ
・
ー
ア
を
引
用
し

　
　
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
う
。
　
「
こ
の
こ
と
が
、
そ
の
地
域
に
お
い
て
、
ス
ペ
イ
ン
人
の
防
禦
の
戦
争
が
正
当
と
お
も
わ
れ
る
一
つ
の
原
因

　
　
で
あ
る
。
，
な
ぜ
な
ら
　
住
民
が
外
国
人
の
通
商
を
妨
害
し
た
の
で
あ
る
か
ら
。
従
っ
て
　
も
し
真
実
の
事
実
が
語
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
の

　
　
な
ら
、
そ
の
防
禦
は
適
正
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
≦
o
r
幻
σ
一
Φ
o
菖
。
昌
Φ
9
9
」
　
（
一
U
一
げ
。
H
”
o
・
一
㊤
”
娼
・
c
o
α
．
）
と
。

　
　
　
日
海
　
　
洋

　
　
　
海
洋
の
自
由
に
つ
い
て
は
　
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
う
。
こ
れ
（
海
洋
）
は
　
自
然
に
も
と
づ
．
い
て
す
べ
て
の
も
の
に
開
か
れ
て
い
る
。
そ

　
　
し
て
そ
の
使
用
は
、
空
気
の
使
用
と
同
様
に
　
す
べ
て
の
も
の
に
共
通
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
そ
れ
は
な
に
人
に
よ
っ
て
も
禁
止
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
　

　
　
る
こ
と
が
で
き
な
い
国
o
o
日
払
鑓
。
§
巳
9
ω
b
卑
Φ
げ
簿
o
o
日
舞
信
昌
一
ω
Φ
貯
ω
信
ω
¢
ω
○
ヨ
旨
旨
＝
ω
①
ω
白
雪
器
ユ
ω
・
Z
o
口
粟
粒
霞
震
。
，

　
　
注
び
①
ユ
鋤
ρ
ロ
O
ρ
爵
ヨ
冒
0
8
ω
け
噸
（
H
』
げ
・
H
”
o
”
一
ω
矯
b
・
c
◎
①
．
）
、
と
。

　
　
　
と
こ
ろ
で
．
こ
の
主
張
に
対
し
て
は
、
一
つ
の
反
対
意
見
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
所
有
α
o
日
営
貯
日
，
と
占
有
b
o
ω
ω
㊦
ω
ω
δ
と
を
区
別
し

　
　
で
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
主
張
す
る
。
つ
ま
り
、
海
洋
は
所
有
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
占
有
す
る
こ
と
は
で
き
る
。
　
そ
し
て
、
占
有
者

　
　
は
、
他
の
人
に
そ
の
使
用
を
禁
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
＝
9
H
・
。
・
お
も
・
・
。
c
。
）
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
　
し
か
し
、
こ
れ
に
対
し
て
、

　
　
ゲ
ン
テ
ィ
リ
ス
は
い
う
。
そ
れ
は
根
拠
の
な
い
言
葉
に
よ
っ
て
自
然
法
を
害
す
る
も
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
も
し
海
洋
が
自
然
に
よ

　
　
っ
て
す
べ
て
の
も
の
に
開
放
さ
れ
て
い
る
な
ら
ば
、
．
た
し
か
に
、
そ
れ
は
な
に
人
に
対
し
て
も
閉
鎖
さ
れ
て
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
d
梓

　
ω
一
定
碧
Φ
b
舞
卑
b
窪
爵
男
茎
導
。
ヨ
a
ぴ
口
ρ
置
ρ
巳
住
Φ
日
9
鍵
α
一
昌
Φ
ヨ
陣
立
α
Φ
び
①
讐
●
。
か
か
る
行
為
は
横
領
＝
ω
霞
b
簿
δ
と
な
る

　
　
で
あ
ろ
う
「
二
9
H
・
ρ
一
9
b
・
。
。
。
。
）
、
と
。
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葺ム
膏冊 説

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
場
合
、
ゲ
ン
テ
ィ
リ
ス
は
、
か
く
一
方
で
は
、
海
洋
の
よ
う
に
、
そ
の
使
用
が
・
す
べ
て
の
も
の
に
共
通
で
あ
る

も
の
は
、
な
に
人
の
所
有
に
も
属
し
な
い
　
O
ロ
器
ω
9
一
貯
9
＝
ω
ロ
。
ヨ
a
o
白
o
o
累
日
＝
三
飯
”
震
。
℃
ユ
Φ
欝
審
昌
色
貯
ω
．
こ
と
を
主
張
す
．

る
。
走
と
も
に
、
他
方
、
君
主
が
こ
れ
に
対
し
て
管
轄
権
と
保
護
権
と
を
有
す
る
一
霞
δ
蝕
6
怠
。
目
①
卑
官
0
9
0
江
。
昌
①
ω
ざ
ω
ロ
三
℃
H
ぎ
・
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

9
域
ω
・
こ
と
を
認
め
る
（
］
「
沖
げ
．
H
”
o
●
一
⑩
℃
冒
・
c
◎
c
o
●
）
。
　
こ
の
こ
と
は
、
か
れ
の
海
洋
論
の
特
色
と
い
え
る
。
が
、
そ
の
よ
う
に
君
主
の
管
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

轄
権
と
保
護
権
と
を
認
め
た
の
は
、
も
っ
ぱ
ら
、
海
洋
に
お
け
る
秩
序
維
持
の
必
要
に
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
管
轄
権
と
保
護
権
の
た
め

に
、
君
主
が
、
海
洋
の
使
用
を
他
の
も
の
に
禁
止
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
　
こ
の
こ
と
を
、
グ
ン
テ
ィ
リ
ス
は
強
調
す
る
。
　
す
な
わ

ち
、
「
君
主
自
身
は
、
も
し
か
れ
が
海
洋
を
他
の
人
た
ち
に
対
七
て
拒
む
な
ら
ば
、
み
ず
か
ら
に
戦
争
を
ま
ね
く
こ
と
に
な
ろ
う
。
な
ぜ
な

ら
、
自
然
が
与
え
る
も
の
を
か
れ
か
ら
拒
ま
れ
た
人
た
ち
は
、
正
当
に
戦
争
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
か
ら
言
ω
①
即
ぎ
。
Φ
b
9
巴
ヨ
霞
①

口
Φ
σ
q
①
什
ぎ
H
①
＝
ρ
巳
。
。
”
o
o
三
三
。
＝
Φ
び
昼
げ
①
＝
窪
ヨ
ぎ
ω
Φ
”
ρ
自
。
α
ぎ
h
①
H
Φ
酉
町
ω
8
出
一
畳
ρ
巳
げ
⊆
ω
”
ρ
⊆
o
α
↓
ユ
σ
ロ
埠
昌
Q
ε
鎚
・
口
①
σ
q
簿
・

（一

t
二
り
．
H
曽
。
。
一
④
”
娼
●
c
◎
c
o
。
）
、
と
○

（
一
）
　
必
要
な
原
因
と
は
、
必
要
な
防
禦
の
場
合
と
同
様
に
、
戦
争
を
行
わ
な
け
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
が
生
存
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
ω
一
①
ω
ω
①
　
8
三
ω

　
　
一
8
①
計
三
。
。
一
げ
①
一
言
ヨ
貯
h
o
鑓
ヨ
匡
ω
●
（
H
レ
げ
．
H
”
6
●
一
N
”
噂
。
N
㎝
．
）
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
口
有
利
な
原
因
と
は
、
う
け
た
不
正
に
復
讐
す
る
権
利

　
　
ご
ω
巳
9
ω
8
ロ
巳
四
6
。
6
讐
金
日
ぎ
三
ユ
9
ヨ
で
あ
る
。
　
が
、
こ
れ
が
有
利
と
い
わ
れ
る
の
は
、
不
正
に
復
讐
し
な
い
人
は
、
他
の
不
正
を
よ
び
お

　
　
こ
す
か
ら
ρ
¢
冨
ρ
巳
ぎ
貯
ユ
鋤
ヨ
8
口
三
。
尻
9
ε
【
弧
ω
巴
け
雲
ρ
ヨ
b
3
ロ
。
。
舞
で
あ
る
（
H
㍉
σ
●
H
”
o
●
一
c
o
”
冒
・
N
⑩
・
）
。
日
義
し
い
原
因
と
は
、

　
　
退
し
い
防
禦
の
場
合
と
同
・
様
に
、
共
通
の
理
由
に
も
と
づ
い
て
、
他
人
の
た
め
に
8
ヨ
ヨ
ロ
巳
窮
ユ
8
ρ
雲
b
目
。
巴
一
一
ω
戦
争
を
行
う
場
合
で
あ

　
　
り
、
そ
れ
が
正
当
と
認
め
ら
れ
る
の
も
、
や
は
り
普
遍
的
人
類
社
会
の
思
想
に
も
と
づ
い
て
で
あ
る
。
つ
ま
り
　
そ
の
ゆ
え
に
人
が
自
然
法
や
人
類

　
　
の
法
に
明
か
に
反
し
た
罪
を
犯
す
な
む
ぱ
、
か
れ
ら
は
な
に
人
に
よ
っ
て
も
、
戦
争
を
も
っ
て
阻
止
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
ω
一
ρ
三
b
①
。
8
三

　
　
傷
ロ
乙
Φ
三
Φ
『
o
o
昌
霞
①
δ
σ
q
①
ω
ロ
馨
ξ
鋤
Φ
①
け
ゴ
。
ヨ
五
二
β
プ
o
o
o
o
曾
。
①
円
一
げ
①
＝
o
℃
o
ω
ω
①
四
ρ
⊆
o
一
ま
。
け
●
（
］
「
一
一
）
・
目
”
o
●
N
U
矯
b
。
一
一
①
・
）
か
ら
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論説

　
　
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
原
因
に
つ
い
て
も
、
ま
え
に
止
し
い
防
禦
に
つ
い
て
の
べ
た
こ
と
が
、
そ
の
ま
ま
あ
て
は
ま
る
（
＝
げ
．
『
ρ
N
g
b
・
二
の
）
。

　
　
従
っ
て
、
こ
の
原
因
に
も
と
づ
い
て
戦
争
が
行
わ
れ
う
る
た
め
に
は
、
た
だ
義
し
い
げ
。
口
Φ
ω
冨
ω
と
い
う
原
因
だ
け
で
は
不
充
分
で
あ
っ
て
、
そ

　
　
の
外
に
、
必
要
博
Φ
8
ω
ω
溶
9
ω
や
有
利
葺
ま
↓
⇔
ω
の
原
因
が
と
も
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

（
二
）
　
≦
巴
吋
①
さ
↓
げ
ヨ
鋤
ω
》
罵
【
①
α
”
〉
山
冨
8
h
団
o
h
け
げ
Φ
ピ
9
≦
o
h
Z
⇔
江
。
昌
ρ
＜
o
ド
H
鴇
や
一
。
。
⑩
9
℃
・
N
α
①
…
℃
三
一
嵩
℃
ω
o
P
o
b
．
o
一
け
4
℃
・
N
①
節

　
　
参
照
。
ま
た
、
こ
の
無
害
通
過
の
権
利
に
つ
い
て
は
、
ゲ
ン
テ
ィ
リ
ス
は
、
》
自
〈
0
8
江
○
巳
の
田
ω
冨
巳
o
p
。
ρ
一
①
お
に
お
い
て
も
説
い
て
い
る
。

　
　
2
ひ
N
碧
9
＝
．
”
，
》
3
Φ
ユ
窪
ω
O
①
ヨ
ま
ρ
貯
け
①
ω
囲
。
コ
畠
暮
①
霞
ω
貸
ロ
費
。
詫
一
昌
冨
ヨ
9
江
8
鋤
γ
お
0
斜
℃
・
c
。
N
き
富
（
N
）
・
参
照
。

（
三
）
　
ヴ
ィ
ト
リ
ア
は
、
こ
の
通
過
の
権
利
を
、
外
国
人
の
入
国
し
旅
行
す
る
権
利
、
つ
ま
り
人
間
相
互
の
交
通
ゴ
。
ヨ
ぎ
ロ
ヨ
ぎ
証
。
Φ
日
8
ヨ
ヨ
琶
〒

　
　
8
江
。
の
権
利
と
し
て
説
い
た
。
す
な
わ
ち
、
か
れ
の
ヵ
①
一
①
9
δ
自
Φ
言
霊
9
ω
①
ρ
9
D
（
ω
。
冨
訂
Φ
r
四
．
9
。
●
○
・
ω
●
④
N
f
⑩
9
）
参
照
。

（
四
）
　
ゲ
ン
テ
ィ
リ
ス
の
い
う
通
商
の
妨
害
ま
た
は
拒
絶
と
は
、
通
商
が
全
体
に
わ
た
っ
て
禁
止
さ
れ
た
と
き
ρ
窪
ヨ
。
ヨ
p
Φ
旨
①
σ
q
雲
霞
8
3
ヨ
①
8
マ

　
　
償
ヨ
（
］
「
＝
り
●
H
”
6
．
一
Φ
噛
b
●
c
o
U
。
）
の
こ
と
で
あ
る
。
　
従
っ
て
、
6
住
民
に
有
害
な
物
資
の
輸
入
が
禁
止
き
れ
る
と
か
、
口
あ
る
地
方
の
奥
地
に
入

　
　
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
る
と
か
、
口
．
金
・
銀
な
ど
の
あ
る
物
資
の
輸
出
が
禁
止
さ
れ
る
、
と
い
う
だ
け
で
は
、
ま
だ
通
商
が
禁
止
さ
れ
た
と
は
い
わ
れ

　
　
な
い
（
H
』
げ
●
　
H
》
o
・
　
一
⑩
”
b
噌
　
Q
o
㎝
l
c
o
①
●
）
、
と
。

（
五
）
　
ゲ
ン
テ
ィ
リ
ス
は
、
通
商
の
自
由
に
つ
い
て
、
　
〉
庫
く
0
8
江
。
巳
ω
重
日
ω
B
巳
8
①
に
お
い
て
も
、
同
様
に
説
く
。
　
2
σ
N
詳
述
。
℃
●
9
£
℃
・

　
　
N
轟
・
．
参
照
Q

（⊥

n
）
　
幻
①
す
O
江
O
O
Φ
ぎ
巳
ω
℃
ω
①
O
曾
ω
・
①
（
ω
O
げ
馨
N
Φ
r
鉾
9
・
O
・
ω
・
Φ
9
の
C
。
一
一
〇
一
●
）
参
照
。

（
七
）
　
ヴ
ィ
ト
リ
ア
も
同
様
に
、
海
洋
の
自
由
を
説
く
。
す
な
わ
ち
、
図
①
電
9
δ
鼻
①
ぢ
巳
ω
”
ω
①
。
・
ω
w
N
・
（
ω
。
冨
N
①
r
⇔
．
①
●
O
●
Q
D
●
の
碁
・
）
参
照
。

（
八
）
　
山
。
＝
鋤
鵠
9
日
げ
。
霊
湯
ω
国
軍
江
昌
ρ
い
①
o
ε
「
①
ω
o
口
ぎ
冨
H
昌
9
江
。
昌
”
這
い
鋤
≦
二
①
ω
ω
噂
ウ
一
ω
㎝
●
は
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
ゲ
ン
テ
ィ
リ
ス
は

　
　
ヴ
ェ
ネ
テ
ィ
ア
や
ゼ
ノ
ア
の
た
め
に
イ
タ
リ
ア
の
法
学
者
た
ち
が
主
張
す
る
無
法
な
要
求
を
イ
タ
リ
ア
か
ら
輸
入
し
て
、
こ
の
管
轄
権
や
保
護
権
を

　
　
認
め
る
こ
と
に
よ
り
イ
ギ
ゾ
ス
の
要
求
を
拡
張
し
た
、
と
批
評
す
る
。
が
、
ゲ
ソ
テ
ィ
リ
ス
は
、
か
れ
が
か
か
る
君
主
の
権
利
を
認
め
た
た
め
に
、
し
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ば
し
ば
、
海
洋
の
自
由
を
否
認
し
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
か
れ
は
、
そ
の
根
本
の
考
え
に
お
い
て
は
、
や
は
り
海
洋
の
自

　
　
由
を
説
き
、
海
上
通
商
の
自
由
を
主
張
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
　
ω
ぎ
ヨ
8
◎
9
囚
．
幻
‘
≧
び
魯
8
0
0
Φ
三
ま
葺
島
①

　
　
〉
α
ヨ
ヰ
巴
ξ
切
霞
二
①
O
U
一
茜
O
c
。
”
》
9
温
く
畠
①
ω
＜
巳
犀
Φ
箕
①
。
げ
β
お
㎝
。
。
”
N
」
W
曽
ロ
腕
骨
●
＼
N
●
出
臥
ゴ
ω
・
叔
一
一
〇
．
参
照
。

（
九
）
　
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
ゲ
ン
テ
ィ
リ
ス
は
、
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
う
。
「
し
か
し
海
洋
に
も
裁
判
管
轄
権
は
存
す
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
海
洋
で
犯

　
　
さ
れ
た
行
為
は
、
い
か
な
る
裁
判
官
に
よ
っ
て
も
処
罰
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
海
洋
に
も
裁
判
官
は
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の

　
　
裁
判
官
は
万
民
法
に
属
す
る
。
従
っ
て
そ
の
裁
判
管
轄
権
も
ま
た
そ
う
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
そ
れ
は
必
要
な
と
こ
ろ
に
は
、
ど
こ
に
も
存
す

　
　
る
。
さ
ら
に
ま
た
、
そ
の
裁
判
官
や
裁
制
管
轄
権
の
た
め
に
、
陸
上
に
お
け
る
と
同
様
に
、
海
洋
に
お
い
て
も
一
層
多
く
の
こ
と
が
君
主
に
帰
属
せ

　
　
し
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
た
し
か
な
こ
と
で
あ
り
、
確
立
し
た
法
で
あ
る
。
航
海
す
る
も
の
は
、
だ
れ
も
そ
れ
を
さ
け
な
い
で
あ
ろ
う
」
（
い
ξ
．

　
　
H
℃
P
一
9
や
Q
Q
c
Q
）
と
。

四
　
　
入
　
的
　
な
　
原
　
因

　
　
　
人
的
な
原
因
ゴ
ロ
剥
き
餌
。
碧
ω
ω
曽
と
は
、
入
定
法
に
違
反
し
た
た
め
に
戦
争
に
訴
え
ら
れ
る
場
合
で
あ
る
。
が
ハ
ゲ
ン
テ
ィ
リ
ス
は
、
．

　
　
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
う
。
ま
つ
、
の
そ
の
場
合
、
権
利
の
侵
害
が
明
確
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
と
い
う
の
は
、
戦
争
は
犯
罪
を
処
罰
し
よ

　
　
う
と
欲
す
る
正
義
の
あ
る
機
能
b
輿
ω
ρ
§
Φ
亀
9
岩
虫
ω
葺
冨
①
ρ
慈
Φ
O
¢
コ
群
Φ
o
ユ
旨
沢
目
¢
Φ
＝
叶
に
外
な
ら
な
い
。
が
、
犯
罪
が
明
白
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
｝
）

　
　
な
い
以
上
、
刑
罰
は
存
し
な
い
Z
Q
昌
①
ω
酔
日
暮
Φ
ヨ
ロ
○
Φ
昌
倉
。
巳
ω
帥
6
ユ
ヨ
一
口
旨
舘
ω
o
①
H
菖
ω
か
ら
（
ζ
プ
冒
ρ
N
9
弓
・
c
。
⑩
）
、
と
。
か
く
、

　
　
か
れ
も
ま
た
ス
コ
ラ
学
者
と
同
様
に
、
戦
争
を
刑
罰
権
の
行
使
と
考
え
る
。
つ
ぎ
に
、
口
そ
れ
は
軽
微
な
侵
害
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

説　
　
と
い
う
の
は
、
戦
争
自
体
が
余
り
に
も
恐
ろ
し
い
損
害
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
か
ら
（
い
暗
合
ρ
N
P
戸
・
。
㊤
）
、
と
。
し
か
し
、
以

論　
　
上
の
こ
と
は
、
な
に
も
人
定
法
の
違
反
に
か
ぎ
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
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そ
れ
よ
り
も
、
一
層
注
目
す
べ
き
、
こ
と
は
．
、
ゲ
ン
テ
ィ
・
リ
ヌ
が
こ
の
説
明
の
な
か
で
、
国
際
法
上
、
興
味
深
い
い
ろ
い
ろ
な
問
題
を
の

説　
　
べ
・
て
い
る
こ
・
と
で
あ
る
。

論　
　
　
第
一
は
・
、
個
人
の
不
法
行
為
、
に
も
止
つ
く
国
家
責
任
の
問
題
で
あ
る
。
が
、
こ
れ
は
、
権
利
の
侵
害
に
つ
い
て
国
家
が
責
任
を
お
う
の

　
　
は
、
そ
れ
が
国
家
の
作
為
ま
た
は
不
作
為
に
よ
る
場
合
で
あ
る
こ
と
に
関
し
て
の
べ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
つ
ぎ
の
よ
う
に

　
　
い
う
。
ま
ず
、
8
個
人
の
不
法
行
為
は
全
体
に
は
帰
せ
ら
れ
な
い
Z
o
ロ
ー
ヨ
b
三
隅
霞
ロ
巳
q
Φ
同
苗
梓
自
陣
自
巴
δ
言
日
ω
ぎ
α
Q
⊆
一
〇
H
q
ヨ
・
（
コ
9

　
　
H
ρ
D
ご
。
・
鴇
）
。
従
っ
て
、
偽
言
が
不
正
を
行
っ
た
た
め
に
、
国
家
が
処
罰
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
O
ロ
p
ヨ
凛
冒
鋤
ε
ω
h
①
9
二
三
ロ
ユ
Ω
。
β

　
昌
8
亀
Φ
ぴ
象
冨
①
お
H
Φ
ω
b
ロ
亘
凶
8
・
（
ζ
げ
．
冒
ρ
N
ご
b
●
⑩
α
）
、
と
。
　
け
れ
ど
も
、
口
国
家
が
私
人
の
行
為
を
補
正
す
る
こ
と
を
怠
る
な

　
　
　
　
ニ
　

　
ら
ば
、
そ
の
国
家
は
責
任
を
お
う
こ
と
に
な
る
。
　
そ
の
理
由
は
、
こ
う
で
あ
る
。
　
国
家
が
人
民
に
義
務
を
果
す
こ
と
が
で
き
る
と
と
も

　
　
に
、
　
真
実
に
そ
う
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
、
　
こ
れ
を
な
す
こ
と
を
怠
る
の
は
悪
い
こ
と
で
あ
る
ρ
ロ
¢
。
Φ
o
仁
ヨ
b
o
ω
ω
貫
Φ
け
目
興
。
・

　
o
滝
野
ヨ
Ω
Φ
げ
Φ
簿
”
ω
億
。
ω
ぎ
O
h
h
一
9
0
0
0
昌
園
丁
臼
P
ゴ
o
o
富
。
Φ
お
嵩
①
α
q
一
重
博
ヨ
Ω
。
一
①
・
か
ら
。
　
そ
れ
ゆ
え
に
、
　
国
家
が
君
民
の
不
法
行
為

　
を
警
告
さ
れ
た
た
め
に
知
っ
て
お
り
、
か
つ
そ
れ
を
禁
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
し
か
も
そ
の
管
轄
権
に
よ
っ
て
そ
う
す
る
こ
と
が
で
き

　
る
の
に
、
も
し
そ
れ
を
禁
止
し
な
い
な
ら
ば
、
そ
の
国
家
は
過
失
を
犯
し
、
犯
罪
を
犯
す
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
ρ
⊆
舞
①
ρ
ロ
舘
ω
9
計

　
国
α
8
0
巳
δ
信
三
鎧
①
屋
博
鋤
9
只
言
Φ
げ
卑
Φ
鋤
自
①
B
切
b
9
Φ
雪
ρ
q
Φ
冒
①
目
ω
o
倉
Ω
日
貯
ユ
Q
。
一
巳
。
江
。
昌
Φ
ヨ
b
H
O
少
げ
①
H
①
ユ
①
嵩
O
寅
ω
藏
。
鴇
ロ
R
ご
貯

　
〇
三
b
c
。
巽
詳
卑
貯
O
ユ
ヨ
ぎ
①
℃
獣
口
O
づ
寓
〇
三
げ
Φ
け
（
ζ
σ
・
H
”
ρ
N
ゴ
ウ
の
①
）
、
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
じ

　
　
第
二
は
、
国
際
法
上
の
時
効
の
制
度
で
あ
る
。
　
こ
れ
は
、
戦
争
を
行
う
た
め
に
古
い
原
因
器
ε
ω
9
Φ
o
舞
怒
①
を
ロ
実
と
し
て
は
な

　
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
関
連
し
て
の
べ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
が
、
そ
の
理
由
は
、
戦
争
の
場
合
も
、
私
法
上
の
争
い
の
場
合
と
同
様

　
　
に
、
時
聞
の
経
過
に
よ
っ
て
訴
権
が
失
わ
れ
る
虚
器
ω
身
首
ユ
。
口
Φ
8
ヨ
冒
。
門
一
ω
Φ
×
o
冨
ユ
9
。
三
霞
9
。
o
江
。
器
ω
●
（
】
「
ゆ
げ
’
H
》
o
。
N
N
畳
℃
。
一
〇
一
・
）
、

　
と
い
う
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
時
効
の
要
件
に
は
、
善
意
げ
。
昌
鋤
h
置
。
ω
の
外
に
、
一
定
の
時
間
の
経
過
が
必
要
で
あ
る
。
が
、
そ
れ

25　（2≒4．344＞444



芸ム
百冊 説

F

に
つ
い
て
、
ゲ
ン
テ
ィ
リ
ス
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
う
。
　
そ
れ
は
、
入
間
の
最
初
の
記
憶
が
と
ど
か
な
い
ほ
ど
の
時
間
の
経
過
弓
罠
Φ
ω
。

。
ユ
讐
δ
帯
ヨ
b
o
「
尻
①
冒
ω
6
q
貯
ω
ぎ
瞬
ぎ
口
①
曇
卑
日
Φ
日
o
H
冨
で
あ
る
。
が
、
そ
れ
は
、
現
在
あ
る
状
態
に
反
対
の
状
態
を
自
ら
み

た
り
、
他
か
ら
聞
い
た
も
の
が
、
だ
れ
も
い
な
い
と
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
九
は
一
〇
〇
年
の
期
間
で
あ
る
ρ
建
日
昌
①
ヨ
。
①
ω
計

ρ
9
智
＝
甥
Φ
9
像
Φ
葺
”
窪
け
Ω
。
ぴ
鋤
骨
ω
碧
岳
①
昏
。
§
寓
鋤
ρ
目
窪
≧
昌
。
①
曾
①
田
野
①
ω
け
冨
日
毎
ω
8
昌
言
弾
弓
言
。
歪
ヨ
・
（
＝
g
H
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　

o
・
N
N
も
二
〇
N
）
、
と
。

　
第
三
は
・
国
家
の
同
一
性
、
つ
ま
り
君
主
（
政
府
）
の
変
更
に
よ
っ
て
国
家
は
変
更
し
な
い
、
走
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
先
任

者
冒
器
8
ω
ω
o
お
ω
の
犯
し
た
罪
の
た
め
に
、
こ
れ
に
対
し
て
合
法
的
に
行
わ
れ
う
る
戦
争
を
、
か
れ
の
死
後
、
後
継
者
の
砦
8
ω
ω
自
①
ω

に
対
し
て
も
行
い
う
る
か
、
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
の
べ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
が
、
ゲ
ン
テ
ィ
リ
ス
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
う
。
国
家

も
国
民
も
時
の
流
れ
に
よ
っ
て
変
化
す
る
も
の
で
は
な
く
、
相
続
に
よ
っ
て
そ
れ
は
昔
あ
っ
た
と
同
一
の
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
こ
れ

ら
の
後
継
者
た
ち
は
ま
さ
し
く
、
他
人
の
代
り
に
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
自
分
の
罪
の
た
め
に
当
然
う
く
べ
き
罰
を
う
け
る
の
で
あ
る

O
巳
西
日
0
2
ヨ
9
忌
富
。
。
O
o
O
巳
ロ
ω
ρ
ロ
Φ
↓
Φ
ヨ
b
9
①
昌
。
結
目
暮
Φ
ε
お
ω
巴
ω
β
8
Φ
ω
ω
δ
器
崔
①
三
巴
計
ρ
⊆
一
〇
＝
ヨ
h
巳
汀
三
千
o
h
8
8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　

宮
ω
§
ヨ
自
家
ヨ
震
。
筈
①
・
9
ρ
轟
ヨ
胃
。
ω
き
ヨ
巴
8
8
。
慧
当
葺
・
（
ぎ
・
『
。
・
N
昏
も
・
ま
・
）
、
と
。

（
一
）
　
し
か
し
、
グ
ン
テ
ィ
リ
ス
は
、
権
利
の
侵
害
が
明
白
で
な
く
、
疑
わ
し
い
と
き
で
も
、
談
判
巳
ω
。
Φ
宮
9
。
昏
。
に
よ
っ
て
そ
れ
を
解
決
し
ょ
う
と

　
　
す
る
の
に
ハ
相
手
が
そ
れ
を
拒
否
す
る
場
合
に
は
、
武
力
に
訴
え
る
こ
と
が
で
き
る
（
H
』
げ
　
H
”
o
・
N
O
”
b
・
c
◎
Φ
’
）
と
主
張
す
る
。

（
二
）
　
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
ゲ
ン
テ
ィ
リ
ス
は
、
国
家
が
被
害
者
に
対
し
て
は
っ
き
り
損
害
賠
償
を
拒
否
し
た
と
き
の
み
な
ら
ず
、
引
続
き
継
続
的
に

　
　
行
わ
れ
る
市
民
の
不
法
行
為
の
た
め
に
も
窟
。
畠
。
ぎ
江
ω
。
冒
言
ヨ
ω
琴
6
①
ω
ω
一
三
9
8
三
ぎ
二
9
江
。
・
、
そ
れ
を
放
任
し
た
こ
と
に
つ
い
て
責
任
を

　
　
お
う
、
と
説
く
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
行
為
の
例
と
し
て
、
つ
ぎ
の
通
商
の
事
実
を
あ
げ
る
。
そ
れ
は
、
あ
る
国
の
国
民
が
ス
ペ
イ
ン
人
に
対
し

　
　
て
、
食
糧
や
そ
の
他
の
普
通
に
戦
争
に
使
用
さ
れ
る
物
資
8
ヨ
B
①
鎮
二
ρ
①
什
ρ
＝
o
二
一
昌
げ
①
＝
o
自
ω
巳
Φ
ω
ω
①
ω
2
2
を
供
給
す
る
こ
と
に
よ
り
、
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論説

　
　
イ
ギ
リ
ス
や
そ
の
同
盟
国
に
大
き
な
危
険
と
損
害
と
を
も
た
ら
す
場
合
で
あ
る
。
が
、
こ
の
場
合
、
通
商
の
自
由
は
万
民
法
に
も
・
．
」
つ
く
も
の
で
あ

　
　
る
。
従
っ
て
、
そ
れ
は
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
国
家
の
安
全
を
ま
も
る
こ
と
は
、
一
層
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
主

　
　
熱
す
る
（
＝
げ
噛
H
》
ρ
N
ご
b
・
⑩
①
1
6
c
。
●
）
。
か
く
し
て
、
か
れ
は
、
イ
ギ
、
リ
ス
の
立
場
を
支
持
し
て
、
対
敵
取
引
の
禁
止
ま
た
は
戦
時
禁
制
品
の

　
　
制
度
を
基
礎
づ
け
る
Q
毛
巴
屏
Φ
5
8
・
9
戸
b
・
N
α
o
。
…
乞
《
9
8
9
f
℃
・
N
幅
を
も
参
照
。

（
三
）
　
ゲ
ン
テ
ィ
リ
ス
が
こ
こ
に
、
国
際
法
上
の
時
効
を
説
い
た
こ
と
は
、
も
っ
と
も
興
味
が
あ
る
。
影
野
緒
ω
ω
Φ
P
円
幕
。
畠
o
H
ρ
い
①
ω
ω
o
霞
。
①
ω
α
o
？

　
　
け
ユ
旨
巴
Φ
ω
α
①
一
、
一
昌
酔
①
塊
口
⇔
江
。
昌
9
凱
ω
日
ρ
日
。
§
●
H
讐
お
切
斜
℃
’
＃
O
⑩
・

（
四
）
　
ゲ
ン
テ
ィ
リ
ス
は
、
一
〇
〇
年
の
時
間
の
経
過
は
、
君
主
に
対
し
て
も
等
し
く
効
力
が
あ
る
こ
と
は
、
な
お
一
層
普
通
に
認
め
ら
れ
て
い
る
意
見

　
　
で
あ
る
（
一
U
諸
り
・
　
H
”
　
o
●
　
N
N
”
　
b
●
　
一
〇
N
－
一
b
ω
）
、
と
い
う
。

（
五
）
　
ゲ
ン
テ
ィ
リ
ス
は
な
お
、
罪
を
犯
し
た
人
は
刑
罰
を
う
け
る
ま
え
に
多
分
死
ぬ
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
国
家
憶
死
な
な
い
。
と
い
う
の
は
、
そ

　
　
れ
は
あ
る
意
味
で
不
死
身
一
ヨ
日
自
B
一
①
ω
で
あ
る
か
ら
（
H
＞
び
・
ト
》
O
・
N
＃
u
弓
・
一
一
U
・
）
、
と
い
う
。
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五
　
結

量五
口口

　
以
上
の
ゲ
ン
テ
ィ
リ
ス
の
説
明
は
、
法
律
学
者
の
立
場
か
ら
の
べ
ら
れ
た
も
．
の
で
あ
る
。
従
っ
て
そ
こ
に
は
、
ス
コ
ラ
学
者
の
説
と
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

自
か
ら
異
な
る
特
色
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
か
れ
の
説
明
の
方
法
を
別
と
す
れ
ば
、
と
く
に
、
人
的
な
原
因
を
の
べ
た
と
こ
ろ
に
も

つ
と
も
よ
く
表
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
な
か
の
、
時
効
の
制
度
に
つ
い
て
は
問
題
が
あ
る
と
し
て
も
、
他
の
こ
つ
、
つ
ま
り
私
人
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

の
行
為
に
つ
い
て
の
国
家
責
任
と
国
家
の
同
一
性
に
関
す
る
主
張
は
、
今
日
の
国
際
法
理
論
の
な
か
に
も
そ
の
ま
ま
生
き
て
い
る
、
と
い

う
こ
と
が
で
き
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
他
方
、
ゲ
ン
テ
ィ
リ
ス
の
説
の
な
か
に
は
、
従
来
の
ス
コ
ラ
学
者
の
影
響
が
多
分
に
認
め
ら
れ
る
ご
と
も
否
定
す
る
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こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
こ
と
は
、
か
れ
が
こ
れ
ま
で
の
ス
コ
ラ
学
者
と
同
様
に
、
戦
争
を
刑
罰
と
考
え
た
こ
と
は
別
と
し
て
も
、
な
に

よ
り
、
8
神
的
な
原
因
を
の
べ
た
と
こ
ろ
に
も
つ
と
も
よ
く
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
と
こ
ろ
の
問
題
の
提
起
や
説
明
は
、
従
来
の
ス
コ
ラ

学
者
の
も
の
と
す
こ
し
も
異
な
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
こ
と
に
、
ヴ
ィ
ト
リ
ア
の
説
と
は
そ
う
で
あ
る
。
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。
口
自
然

的
な
原
因
に
つ
い
て
の
説
明
も
、
普
遍
的
人
類
社
会
の
思
想
に
も
と
づ
い
て
、
と
く
に
人
道
の
た
め
の
黒
し
い
防
禦
と
干
渉
の
義
務
を
説

い
た
こ
と
や
、
通
過
と
通
商
と
海
洋
の
自
由
を
論
じ
た
こ
と
は
、
た
だ
海
洋
論
に
お
い
て
君
主
の
管
轄
権
と
保
護
権
と
を
認
め
た
こ
と
を

除
け
ば
、
す
で
に
ヴ
ィ
ト
リ
ァ
が
説
い
た
こ
と
と
ほ
と
ん
ど
｝
致
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
じ

　
か
く
し
て
ゲ
ン
テ
ィ
リ
ス
の
説
は
、
か
れ
が
「
神
学
者
よ
、
汝
ら
に
関
係
の
な
い
こ
と
に
口
を
だ
す
な
か
れ
」
　
ω
帥
一
斗
Φ
島
Φ
o
一
〇
σ
Q
一
ぎ

白
ロ
昌
Φ
『
①
巴
δ
嵩
。
（
H
」
σ
’
H
鳩
。
．
一
日
目
℃
●
切
頓
り
）
と
主
張
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
　
こ
の
戦
争
の
質
料
因
の
説
明
に
お
い
て
も
ま
た
、
す
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
く
と
も
根
本
の
考
え
に
お
い
て
は
、
従
来
の
ス
コ
ラ
学
者
の
説
に
従
っ
た
も
の
、
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
一
）
　
ゲ
ン
テ
ィ
リ
ス
の
説
の
特
色
、
こ
と
に
そ
の
独
創
性
は
、
か
れ
の
説
明
の
方
法
に
あ
る
。
即
ロ
《
ω
ω
①
P
。
o
●
9
f
℃
．
お
ω
一
お
ω
…
Z
Φ
N
霞
鼻

　
　
8
．
9
什
・
”
o
●
c
。
N
t
c
・
N
・
参
照
。
か
れ
は
、
問
題
を
神
学
の
一
部
と
し
て
説
い
た
の
で
は
な
い
。
　
と
と
も
に
、
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
ユ
マ
ニ
ス
ト
ら
し

　
　
く
、
多
数
の
古
典
を
引
用
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
時
代
の
現
実
の
問
題
を
も
と
り
あ
げ
て
論
証
し
た
。
こ
の
最
後
の
点
に
お
い
て
だ
け
は
、
た

　
　
し
か
に
、
か
れ
は
グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
O
【
。
江
ロ
ω
二
㎝
。
。
ω
一
5
8
　
よ
り
も
優
れ
て
お
り
、
そ
の
主
張
は
実
際
的
で
あ
る
、
と
評
せ
ら
れ
る
。
Z
曾
舘
皇

　
　
o
娼
●
o
一
け
”
冒
．
c
o
O
t
の
O
唄
d
＜
9
一
閃
①
さ
。
冒
。
＃
；
℃
●
N
N
α
…
フ
【
団
の
’
o
「
●
o
津
二
b
．
一
ω
N
・
参
昭
萬
。

（
二
）
　
ゲ
ン
テ
ィ
リ
ス
の
国
家
責
任
論
は
、
後
に
グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
に
よ
っ
て
も
採
用
さ
れ
た
。
従
っ
て
、
そ
れ
は
む
し
ろ
グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
の
主
張
と
し
て

　
　
有
名
で
あ
る
。
ま
た
、
ゲ
ン
テ
ィ
リ
ス
の
こ
の
国
家
の
同
一
性
の
説
は
、
む
し
ろ
君
主
が
国
際
法
の
主
体
と
考
え
ら
れ
て
い
た
当
時
の
主
張
と
し
て

　
　
興
味
を
ひ
く
。
が
、
そ
れ
は
ま
た
、
か
れ
の
条
約
論
と
も
関
係
を
も
つ
。

（
三
）
　
拙
稿
「
ア
ル
ベ
リ
ク
ス
・
ゲ
ン
テ
ィ
リ
ス
の
国
際
法
の
観
念
」
法
政
研
究
、
二
二
巻
、
二
一
四
号
合
併
号
、
二
五
九
頁
参
照
。

25　（2・一4●347）　447



モム．

L；冊 説

（
四
）
　
こ
の
こ
と
は
、
多
数
の
学
者
の
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ω
欝
駐
日
隻
㊦
が
○
①
o
同
σ
q
鴇
O
①
ω
o
窪
。
葺
①
自
Φ
ω
＜
α
梼
①
霞
Φ
6
葺
ρ
日
Φ
二
H
二
⑩
切
一
鴇

　
　
ω
・
二
N
・
参
照
。
な
か
で
も
、
ヴ
ゴ
ト
リ
ア
の
説
と
一
致
す
る
点
が
多
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
≦
①
ひ
q
昌
①
さ
9
。
・
o
・
O
・
ω
・
δ
α
一
一
①
①
・
…
ω
。
o
酔
計

　
　
o
b
・
6
一
一
・
”
H
・
b
●
ω
N
c
。
一
ω
刈
9
℃
．
ω
。
。
N
l
・
ω
の
N
．
参
照
。
　
し
か
し
、
踏
巴
訂
ヨ
鴇
口
①
昌
同
ざ
一
鵠
訂
。
侮
自
。
官
o
P
8
け
ゴ
①
い
＃
①
H
黛
。
ε
『
①
o
h
国
自
H
o
b
①
・

　
　
切
夢
①
巳
江
o
P
轟
く
2
ω
二
。
。
㎝
切
”
＜
o
い
目
O
・
一
お
！
一
。
。
O
は
、
ヴ
ィ
ト
リ
ア
よ
り
も
、
コ
バ
ル
ル
ヴ
ィ
ァ
ス
や
ヴ
．
ア
ス
ク
ェ
ス
の
名
を
あ
げ
て
、

　
　
こ
と
に
こ
の
二
人
に
お
う
と
こ
ろ
が
多
い
と
す
る
。
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